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全店(All stores) 104.4 106.1 104.6 104.0 107.8

既存店(Same stores) 102.2 103.8 102.4 102.0 105.6

全店(All stores) 101.3 104.3 104.0 104.5 104.8

既存店(Same stores) 101.2 104.1 103.8 104.3 104.6

全店(All stores) 107.0 108.3 107.0 105.5 106.8

既存店(Same stores) 106.4 108.0 106.6 105.1 107.4

全店(All stores) 101.8 105.5 105.1 105.5 106.0

既存店(Same stores) 101.6 104.8 104.2 104.5 104.6

㈱フジ・リテイリング 全店(All stores) 105.0 108.3 105.2 103.0 107.0

FUJI RETAILING CO.,LTD 既存店(Same stores) 102.5 105.8 102.8 100.8 104.7

全店(All stores) 100.5 102.6 102.7 102.2 103.5

既存店(Same stores) 100.6 102.5 102.5 102.1 103.6

全店(All stores) 97.5 98.1 96.5 97.5 99.2

既存店(Same stores) 101.0 101.9 99.8 100.6 102.0

全店(All stores) 111.8 110.8 111.4 106.7 107.1

既存店(Same stores) 104.2 103.7 104.3 104.2 104.8

全店(All stores) 105.6 100.1 103.3 96.4 113.8

既存店(Same stores) 107.1 103.6 106.3 100.7 119.1

全店(All stores) 104.4 101.2 99.3 98.9 105.0

既存店(Same stores) 109.7 106.2 104.2 104.9 112.0

全店(All stores) 106.8 106.0 106.8 104.9 109.6

既存店(Same stores) 104.5 105.2 104.5 102.7 107.3

※上記数値は各社の開示方針に基づきます。 (Figures above are based on each company's disclosure policy.)

※1.　イオンリテール㈱は、清水商事㈱を2023年3月1日付で吸収合併しました。（AEON Retail merged with Shimizu Trading Co., Ltd. on March 1, 2023.)

※2.　上記の各社の全店・既存店前年比は、「収益認識に関する会計基準（企業会計基準第29号）」（以下、同基準）の適用影響を除いて算出しています。  

 　　　(All-store and same-store year-on-year sales of the above companies were calculated excluding the impact of the application of “Accounting Standard for RevenueRecognition (ASBJ Statement No. 29)” (hereinafter “the Accounting Standard”.)

※3.　㈱キャンドゥ、ウエルシアホールディングス㈱　の全店・既存店前年比は、同基準を適用後で算出しています。（Regarding Can Do Co., Ltd., and WELCIA HOLDINGS CO., LTD.all-store and same-store sales YoY are calculated after applying the revenue recognition standard.）

※4.　ユナイテッド・スーパーマーケット・ホールディングス(株)、(株)イオンファンタジーの実績は、後日、イオンのホームページにてお知らせいたします。

       （The results of United Super Markets Holdings Inc. and AEON Fantasy Co., Ltd. will be announced on the AEON website at a later date.）  https://www.aeon.info/ir/library/monthly/

　 ①土曜日±0日、日曜日±0日 (Weekends:　Sat.±0day, Sun. ±0day)　祝日（または振替休日） 本年：7/17（月）．昨年：7/18（月）．　（National holidays:  This year;　July 17ｔｈ (Mon.) , Last year; July 18ｔｈ (Mon.). ）

   ②お客さま感謝デー　本年は7/20日（木）・30日（日）、昨年は7/20日（水）･30日(土)。　(Customer gratitude day: This year； July 20th (Thu.), 30th (Sun.). Last year；July 20th (Wed.), 30th (Sat.).)

 マックスバリュ東海㈱
Maxvalu Tokai Co., Ltd.

 マックスバリュ西日本㈱
Maxvalu Nishinihon Co., Ltd.

≪月度の曜日回り (YoY difference in number of days in the month)≫

 ㈱キャンドゥ
CAN DO CO., LTD.

 ミニストップ㈱
MINISTOP CO., LTD.

 ウエルシアホールディングス㈱
WELCIA HOLDINGS CO., LTD.

 ㈱コックス
COX CO., LTD.

 ㈱ジーフット
GFOOT CO., LTD.

 イオンリテール㈱
 AEON Retail Co., Ltd.

 イオン北海道㈱
AEON Hokkaido Corporation

 イオン九州㈱
AEON KYUSHU CO., LTD.

2024年2月期 (FY2023)

2023年8月10日

取締役兼代表執行役社長　吉田　昭夫

イオン㈱　7月度 主な連結各社の月次売上高前期比伸び率一覧
(AEON Monthly Operating Performance of Major Consolidated Companies in July 2023)

（月次売上動向）
・7月は、記録的な猛暑が続く中、花火大会や夏祭りなど多くのイベント開催にあわせて浴衣や水着など夏物商材を中心とした売場を展開するとともに、夏休みに家族で一緒に楽しめるスタミナ料理や期間限定企画のごちそう
メニューなどの品揃えを強化しました。トップバリュでは、ドイツ産の希少ホップを使用し、華やかな薫りと飲みごたえを追求した「トップバリュ プレミアム生ビール」を装いも新たに発売しました。
・総合小売事業のイオンリテールでは、お客さま参加型企画や数量限定の予約販売会などお買得商品を1.7倍に拡大して「イオン　超！ナツ夏祭り」を開催しました。セール期間売上が計画を大きく上回ったこともあり、既存店
売上高は13カ月連続で前年実績を上回りました。衣料では、気温の上昇に加え、外出需要の増加やイベントの再開など人流回復に伴いトラベル用品、浴衣や水着などの季節商品が好調に推移し、既存店売上高前年比が1割
以上伸長しました。食品では、トップバリュを拡充したグロサリーや土用丑に超特大サイズのうなぎ蒲焼を昨年より1.3倍用意した水産やデリカ、フローズンデザートやフルーツなどの品揃えを拡充した日配や農産が好調に推移
し、食品売上高は既存店の前年実績を11カ月連続で上回りました。またメイクアップ化粧品やペット用品、ファーマシーなどが好調なヘルス＆ビューティケアの既存店売上高は、17カ月連続で前年を上回りました。
・スーパーマーケット事業では、夏の地域行事や行楽需要を取り込むため、「じもの商材」の拡充や土用丑のうなぎなどごちそうメニューの販売拡大に取り組んだ結果、主要企業10社計の既存店売上高は、5ヶ月連続で前年を
上回りました。また、MV東海では、お客さまの多様なニーズに対応すべく、グループの「ビオセボン」と連携しオーガニック商品を品揃えした新店や既存店舗内にフランスの冷凍食品専門店「ピカール」を新たにオープンしまし
た。
・ヘルス＆ウエルネス事業のウエルシアホールディングスでは、コロナが5類感染症移行後のマスク離れによるメイク用品の需要拡大を着実に捉えたほか、猛暑によりUV関係、制汗、脱毛関連商品の販売が伸長したことで、
既存店売上高は前年比104.8％と前年実績を上回りました。
・サービス･専門店事業のコックスは、猛暑で気温が上昇したことでメンズ･レディスともにカットソー、シャツなど夏物商品が大きく売上を伸ばしました。また、サンダルや帽子など服飾の盛夏商品の展開も奏功し、既存店売上高
は前年比119.1％と大きく上回りました。


